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知立市予定価格の事前公表に関する要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、知立市が発注する建設工事（以下「工事」という。）及び設計・

測量・建設コンサルタント等業務（以下「工事関係委託」という。）の入札契約手

続の公正の確保及び透明性の向上を図るため、予定価格の事前公表（以下「事前

公表」という。）を行うために必要な事項を定めるものとする。 

（事前公表の対象） 

第２条 この要領の規定による事前公表は、設計価格が１３０万円を超える工事及

び５０万円を超える工事関係委託であって競争入札に付するものとする。 

（事前公表の方法） 

第３条 事前公表の方法は、一般競争入札においては入札公告に記載し、指名競争

入札においては指名競争入札通知書に予定価格を記載するとともに、入札等案件

調書にも記載し、閲覧の用に供する。 

 （公表の時期） 

第４条 公表の時期は、一般競争入札は公告の時とし、指名競争入札は指名通知時

とする。 

（積算内訳書の提出） 

第５条 入札者は、工事及び工事関係委託の入札時に、当該工事及び工事関係委託

の積算内訳書を提出するものとする。 

 

（入札の無効） 

第６条 知立市契約規則（昭和６０年知立市規則第８号。以下「契約規則」という。）

第１２条及び知立市入札者心得書（以下「心得書」という。）第１４条に定めるも

ののほか、次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。 

(1) 事前公表をした予定価格を超える入札 

(2) 積算内訳書を提出しない入札 

(3) 積算内訳書と金額、名称等が異なる入札 



(4) 特記があるもの以外で総額１，０００円以上の値引きが記載されている積算内

訳書を提出した者の入札 

(5) 積算内訳書の記載事項に誤りがあり、検算によって積算金額が確認できない

入札 

（契約規則等の特例） 

第７条 契約規則第１３条及び知立市工事施行に関する事務取扱要領（昭和６０年

４月１日施行）第１３条の規定にかかわらず、予定価格を記載した予定価格書は、

封入することを要しない。ただし、知立市低入札価格調査等実施要綱第２条第１

項第２号、第３号及び第４号に規定する低入札調査基準価格、失格基準価格及び

最低制限価格を設定した場合はこの限りでない。 

２ 心得書第１７条の規定にかかわらず、再度入札は行わないこととする。 

（委任） 

第８条 この要領に定めるもののほか、事前公表に関し必要な事項は、市長が別に

定める。 

附 則 

この要領は、平成１６年４月１日から施行し、同日以後に入札の公告又は指名通

知をする工事について適用する。 

附 則 

この要領は、平成１８年９月１日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成２１年２月４日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成２７年４月１日から施行し、同日以後に入札の公告又は指名通

知をする工事及び工事関係委託について適用する。 

附 則 



この要領は、平成３０年６月１日から施行する。 


